
詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅰ－１ －（ １ ） －①　 理念、 基本方針が明文化さ れ
周知が図ら れている 。 b

理念、 基本方針はホームページに記載さ れている
が、 パンフ レ ッ ト と し ては準備さ れていない。 理
念･基本方針から 園の使命や目指す方向･考え方を読
み取る こ と ができ 、 職員の行動規範と なっている 。
保育理念と し て保護者や見学の方にも 見える 様に玄
関にも 掲示し ており 、 又、 懇談会でも 説明し てい
る 。 事務所にも 掲示し 、 唱和する 事で周知さ れてい
る 。

Ⅰ－２ －（ １ ） －①　 事業経営をと り ま く 環境と 経
営状況が的確に把握・ 分析さ れている 。 a

毎月の本社会議にて全体動向等の話を聞き 、 職員会
議や昼礼時に職員に伝達・ 周知を行っている 。 同
様、 市の施設長会議や保健センタ ーの情報から も 地
域の特徴や変化を把握し 分析し ている 。 予算管理に
よ り コ ス ト 把握や分析を行っている 。

Ⅰ－２ －（ １ ） －②　 経営課題を明確にし 、 具体的
な取り 組みを進めている 。 a

経営課題等に付いては、 本社の役員会議やマネー
ジャ ー会議等で共有さ れた内容を、 毎月の園長会議
等で報告を受け職員に伝達し ている 。 現状での喫緊
の課題である 職員採用については、 本社での募集活
動と 併せ、 園でも 近隣のス ーパー等にチラ シを貼る
など し て採用に努めている 。

Ⅰ－３ －（ １ ） －①　 中・ 長期的なビジョ ンを明確
にし た計画が策定さ れている 。 b

新たな中期計画と し て｢新し い企業理念の理解と 保
育理念の実現｣を掲げ目標を明確にし ており 、 伴い
具体的に課題を決めて重点テーマが抽出さ れてい
る 。 依って、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の展開が出来る 準備はさ れて
いる が、 見直し をする 仕組が構築さ れていない。

Ⅰ－３ －（ １ ） －②　 中・ 長期計画を踏ま えた単年
度の計画が策定さ れている 。 b

事業計画は実行可能な具体的な内容になっている
が、 中期計画の重点テーマを反映し た内容にはなっ
ておら ず、 毎年ほぼ同じ 文言の繰り 返し と なってい
る 。 中期テーマを織り 込んだＰ Ｄ Ｃ Ａ の展開の準備
が出来ている のに残念な状況と なっている 。

Ⅰ－３ －（ ２ ） －①　 事業計画の策定と 実施状況の
把握や評価・ 見直し が組織的に行われ、 職員が理解
し ている 。

b

事業計画は園長と マネージャ ーで策定し ており 、 職
員は参加し ていないが、 職員会議にて周知はさ れて
いる 。 事業計画と 報告は殆ど 同じ 文言( 現在形) と
なっており 、 実施状況の把握･達成度の検討がさ れ
た内容と は言えない。 依って、 事業計画のＰ Ｄ Ｃ Ａ
の展開は確認出来ない。

Ⅰ－３ －（ ２ ） －②　 事業計画は、 利用者等に周知
さ れ、 理解を促し ている 。 a

保護者向けに閲覧フ ァ イ ルを入口に配置し ており 、
誰でも 見れる 様にし ている 。 運営委員会( 保護者代
表参加) において説明し 、 資料を全戸配布し てい
る 。 又、 懇談会でも 事業計画のポイ ント を説明し て
いる 。

Ⅰ－３ －（ １ ） 　 中・ 長期的なビジョ ンと 計画が明確にさ れている 。
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評価対象Ⅰ　 福祉サービス の基本方針と 組織

Ⅰ－１ 　 理念・ 基本方針

Ⅰ－１ －（ １ ） 　 理念、 基本方針が確立・ 周知さ れている 。

Ⅰ－２ 　 経営状況の把握

Ⅰ－２ －（ １ ） 　 経営環境の変化等に適切に対応し ている 。

Ⅰ－３ 　 事業計画の策定

Ⅰ－３ －（ ２ ） 　 事業計画が適切に策定さ れている 。
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Ⅰ-４ 　 福祉サービス の質の向上への組織的・ 計画的な取組

Ⅰ－４ －（ １ ） －①　 福祉サービス の質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、 機能し ている 。 b

質の向上に関し Ｃ Ｓ アンケート が実施さ れている
が、 具体的なＰ Ｄ Ｃ Ａ の展開については、 体制含め
確認出来ない。 年度末に保育所自己評価・ 保育士自
己評価を実施し ており 、 その結果を用いて職員間で
話し 合い、 次年度に繋げている 。

Ⅰ－４ －（ １ ） －②　 評価結果にも と づき 組織と し
て取組むべき 課題を明確にし 、 計画的な改善策を実
施し ている 。

a

年度末に保育所自己評価・ 保育士自己評価を実施し
ており 、 その結果を用いて職員間で話し 合い、 次年
度に繋げている 。 こ の中から 出た課題については、
指摘事項や保護者の希望等、 改善すべき 点を話し 合
い次年度に繋げている 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅱ－１ －（ １ ） －①　 管理者は、 自ら の役割と 責任
を職員に対し て表明し 理解を図っている 。 a

管理者は職務分掌において自ら と 職員の役割と 責任
を明示し 、 職員会議等で周知し ている 。 又、 入園の
し おり の最後に所信を表明し 、 方針と 取組を明確に
し ている 。 有事の際等の園長不在時の権限委任につ
いては、 その場にいる 職級の上の者へと 決めてい
る 。

Ⅱ－１ －（ １ ） －②　 遵守すべき 法令等を正し く 理
解する ための取り 組みを行っている 。 a

管理者は虐待防止や個人情報保護等の法人によ る 法
令の研修を受け、 職員に対し て研修内容を自分が講
師になり 情報伝達を行っている 。 管理者は光化学ス
モッ グや暑さ 指数等、 環境関連の注意喚起が市から
出さ れた場合には遵守し ている 。

Ⅱ－１ －（ ２ ） －①　 福祉サービス の質の向上に意
欲をも ち、 その取組に指導力を発揮し ている 。 a

Ｃ Ｓ アンケート ( 利用者満足度調査) が年１ 回定期的
に行われており 、 本社にて集計結果をま と め、 各園
にフ ィ ード バッ ク さ れる 。 そこ から 得ら れた課題に
ついては、 昼礼や職員会議に於いて検討し Ｐ Ｄ Ｃ Ａ
の展開がさ れる 。 職員はｅ -ラ ーニングによ り 質の
向上に関する 研修を受講し ている 。

Ⅱ－１ －（ ２ ） －②　 経営の改善や業務の実行性を
高める 取組に指導力を発揮し ている 。 a

人事・ 労務・ 財務の実績は毎月の本部への報告内容
と し て把握・ 分析さ れている 。 ｢日本一保育士が働
き やすい委員会｣が設置さ れており 、 職員が要望や
意見を述べやすい環境を整えている 。 ｢歩育Ｎ ｏ １ ｣
をス ロ ーガンに散歩距離を毎日計り 、 累計で日本一
周を目指すと 云う 企画を推進し ている 。

Ⅱ－２ －（ １ ） －①　 必要な福祉人材の確保・ 定着
等に関する 具体的な計画が確立し 、 取組が実施さ れ
ている 。

a

法人と し ての人員体制に関する 基本的な考え方は
ホームページに表明さ れており 、 子供の人数に対応
し た職員数を計画と し ている 。 職員の今後の在籍動
向を調査し 対応でき る 様、 計画を立てている 。 人材
の募集については、 本社採用担当と 併せ、 園でも 張
り 紙や知人の紹介等も 行い採用に繋げている 。

Ⅱ－２ －（ １ ） －②　 総合的な人事管理が行われて
いる 。 b

キャ リ アパス 制度の中に期待する 職員像等を表明し
ている 。 人事基準を定めた規定等は確認出来ない。
人事考課は前期･後期･年度末と 年に3回、 達成度の
確認と 面談を行っており 、 職員個々の自己評価・ 本
社評価を踏ま えて処遇をし ている 。 園での自分の立
場を認識でき る 面談を行い、 将来の姿を描ける 様な
コ ミ ュ ニケーショ ンが行われている 。

Ⅰ－４ －（ １ ） 　 質の向上に向けた取組が組織的・ 計画的に行われている 。

評価対象Ⅱ　 組織の運営管理

Ⅱ－１ 　 管理者の責任と リ ーダーシッ プ

Ⅱ－１ －（ １ ） 　 管理者の責任が明確にさ れている 。

Ⅱ－１ －（ ２ ） 　 管理者のリ ーダーシッ プが発揮さ れている 。

Ⅱ－２ 　 福祉人材の確保・ 育成

Ⅱ－２ －（ １ ） 　 福祉人材の確保・ 育成計画、 人事管理の体制が整備さ れている 。
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Ⅱ－２ －（ ２ ） －①　 職員の就業状況や意向を把握
し 、 働き やすい職場づく り に取組んでいる 。 a

園長は職員の労務管理データ を月次毎に報告し てお
り 把握し ている 。 職員の心身の健康に関し ては、 随
時園長面談を行っている 他、 ｢心と 体の健康相談｣や
本社のフ リ ーダイ アルを使用でき る 仕組があり 、 職
員に周知し ている 。 福利厚生の一環と し て、 外部に
委託し 施設利用の割引やプレ ジャ ー制度( 懇親会等
へ資金供与) 等、 職員の便宜を図っている 。 ｢日本一
保育士が働き やすい委員会｣を設ける 等、 ワ ーク ・
ラ イ フ ・ バラ ンス に配慮し た取組を行っている 。 休
暇も 有給休暇意外に育児休暇・ 介護休暇・ 子の看護
休暇・ イ ンク ルーシブ休暇等が準備さ れており 、 取
得を推奨し ている 。

Ⅱ－２ －（ ３ ） －①　 職員一人ひと り の育成に向け
た取組を行っている 。 a

キャ リ アパス 制度の中に期待する 職員像等を表明し
ている 。 職級毎に決めら れた課題に基づき 方針管理
が進めら れている 。 年度当初･中間･期末に達成度の
確認を行い、 評価面談時に職員への期待やアド バイ
ス を伝え、 又、 職員の意見や希望を聴取し 将来の見
通し が持てる 様、 面談が行われる 。

Ⅱ－２ －（ ３ ） －②　 職員の教育・ 研修に関する 基
本方針や計画が策定さ れ、 教育・ 研修が実施さ れて
いる 。

a

キャ リ アパス 制度の中に期待する 職員像等を表明し
ている 。 必要と する 専門資格等は募集要項に明示し
ている 。 教育研修ユニッ ト と 園が合同で職種や経験
に応じ た研修プロ グラ ムを策定し 、 研修計画が作ら
れている 。 研修内容やカリ キュ ラ ムは研修ユニッ ト
と 担当マネージャ ー･園によ り 毎年評価･見直し がさ
れている 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅱ－２ －（ ３ ） －③　 職員一人ひと り の教育・ 研修
の機会が確保さ れている 。 a

職員の専門資格の取得状況については、 本部で掌握
し ている 。 新任職員に対する 教育は、 Ｏ Ｊ Ｔ シート
に従い行われている 。 階層別研修･職種別研修等に
付いては本社で計画さ れ、 正規職員だけでなく 非常
勤職員も 受けら れる 体制と なっている 。 又、 職員
個々の研修計画と も 連動し ている 。 又、 自治体や企
業研修の連絡があった場合には興味のある 内容を
個々に選択し て受講し ている 。

Ⅱ－２ －（ ４ ） －①　 実習生等の福祉サービス に関
わる 専門職の教育・ 育成について体制を整備し 、 積
極的な取組をし ている 。

a

実習生･ボラ ンティ ア対応マニュ アルが策定さ れて
おり 、 その冒頭で教育・ 育成に関する 基本姿勢を明
示し ている 。 実習プロ グラ ムは、 学校と 協議し 策定
さ れ、 実習期間中も 継続的な連携を維持し 指導の工
夫を行っている 。

Ⅱ－３ －（ １ ） －①　 運営の透明性を確保する ため
の情報公開が行われている 。 b

ホームページには法人や園の内容に付いては開示さ
れている が、 事業計画や事業報告･予算･決算情報等
は掲載さ れていない。 苦情相談の仕組や内容･対応
の状況、 又、 園庭･園舎を開放し て交流する 親子触
れ合い体験保育授業等を公表し ている 。 地域へ向け
て、 理念や基本方針･事業所で行っている 活動等を
説明し た印刷物や広報誌等の配布は行っていない。

Ⅱ－３ －（ １ ） －②　 公正かつ透明性の高い適正な
経営・ 運営のための取組が行われている 。 a

経理規程が策定さ れており 、 事務･経理･取引等に関
する 業務は全て本社管轄と し て管理･処理さ れてい
る 。 職務分掌は策定さ れ職員に周知さ れている 。 本
社マネージャ ーによ る 内部監査が実施さ れている 。
法人と し て公認会計士の外部監査を受け、 経営改善
に結びつけている 。

Ⅱ－２ －（ ２ ） 　 職員の就業状況に配慮がなさ れている 。

Ⅱ－２ －（ ３ ） 　 職員の質の向上に向けた体制が確立さ れている 。

Ⅱ－２ －（ ４ ） 　 実習生等の福祉サービス に関わる 専門職の研修・ 育成が適切に行われている 。

Ⅱ－３ 　 運営の透明性の確保

Ⅱ－３ －（ １ ） 　 運営の透明性を確保する ための取組が行われている 。
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Ⅱ－４ －（ １ ） －①　 利用者と 地域と の交流を広げ
る ための取組を行っている 。 b

地域と の関わり についての基本的な考え方は、 事業
計画･報告に明示さ れている 。 地域の催し 物等の案
内やチラ シ等を掲示板に掲載し ている が、 催し 物に
参加はし ていない。 地域と の交流と し て、 親子触れ
合い体験保育授業の開催や高齢者施設訪問等を行っ
ている 。
利用者の買い物や通院等への帯同に付いては、 非該
当。

Ⅱ－４ －（ １ ） －②　 ボラ ンティ ア等の受入れに対
する 基本姿勢を明確にし 体制を確立し ている 。 b

ボラ ンティ ア受入れにつき 、 受入れの基本姿勢を明
示し たマニュ アルを整備し ており 、 受入れの際にオ
リ エンテーショ ンを行って事前説明と 併せ、 研修も
行っている 。 学校から の受入れを含め、 協力につい
て基本姿勢を明文化し た文書は確認出来ない。

Ⅱ－４ －（ ２ ） －①　 福祉施設・ 事業所と し て必要
な社会資源を明確にし 、 関係機関等と の連携が適切
に行われている 。

a

地域の関係機関はリ ス ト 化さ れており 、 職員に周知
し ている 。 保健センタ ーや発達支援センタ ー･医療
機関と は常時連携し ており 、 協働し て課題の解決に
努めている 。 市の施設長会議では色々な情報を共有
し 連携し ている 。 虐待の疑いがあった場合には本社
に連絡する のと 併せて、 市役所の子ど も 子育て相談
課へ連絡する 事になっている 。

Ⅱ－４ －（ ３ ） －①　 福祉施設・ 事業所が有する 機
能を地域に還元し ている 。 b

年２ 回保育所の運営委員会を開催し ており 、 地域の
民生委員にも 参加を招請し ている 。 その中から 地域
の具体的な福祉ニーズの把握に努めている 。 地域と
の交流と し て、 親子触れ合い体験保育授業の開催や
高齢者施設訪問等を行っている 。 相談事業等は展開
し ていない。

Ⅱ－４ －（ ３ ） －②　 地域の福祉ニーズに基づく 公
益的な事業・ 活動が行われている 。 b

地域への貢献活動と し て、 親子触れ体験保育授業の
開催や高齢者施設訪問･市の公開保育への参加等を
行っている 。 地域のイ ベント やま ちづく り 活動への
参加･育児講座の開催･福祉避難所と し ての支援活動
等に付いては行っていない。

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅲ－１ －（ １ ） －①　 利用者を尊重し た福祉サービ
ス 提供について共通の理解をも つための取組を行っ
ている 。

a

保育理念に子ど も の全人格を尊重し ｣と 謳い人権へ
の配慮を表明し ている 。 就業規則に職員が守る べき
行動を明示し ている 。 相応し く ない行動に対する 懲
罰規定も 策定さ れており 、 懲罰委員会で審議さ れ
る 。 保育マニュ アルに子ど も の人権を尊重し た保育
の実施を明示し 、 取組を行っている 。 職員は言動
チェ ッ ク リ ス ト によ り 定期的に状況の把握・ 評価等
を行っている 。 子ど も の人権についての園内研修を
行っている 。 子供達が互いを尊重し 自分で考え自分
で学ぶ力を身につける 事が出来る 様、 取組んでい
る 。 性差への先入観によ る 固定的な対応( 色の選択
等) をし ない様に配慮し ている 。

Ⅲ－１ －（ １ ） －②　 利用者のプラ イ バシー保護等
の権利擁護に配慮し た福祉サービス 提供が行われて
いる 。

b

個人情報保護規程にプラ イ バシーの定義がさ れてお
り 両者を分けて規定さ れている が、 プラ イ バシーを
規定し たマニュ アルは策定さ れていない。 水遊びの
際やオムツ交換時には必要に応じ てカーテンやパー
テーショ ンで目隠し をし ている 。 プラ イ バシー保護
に付いて、 保護者に説明する 機会は作ら れていな
い。

Ⅱ－４ 　 地域と の交流、 地域貢献

Ⅲ－１ 　 利用者本位の福祉サービス

Ⅱ－４ －（ １ ） 　 地域と の関係が適切に確保さ れている 。

Ⅱ－４ －（ ２ ） 　 関係機関と の連携が確保さ れている 。

Ⅱ－４ －（ ３ ） 　 地域の福祉向上のための取組を行っている 。

評価対象Ⅲ　 適切な福祉サービス の実施

Ⅲ－１ －（ １ ） 　 利用者を尊重する 姿勢が明示さ れている 。



詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

Ⅲ－１ －（ ２ ） －①　 利用希望者に対し て福祉サー
ビス 選択に必要な情報を積極的に提供し ている 。 b

園のパンフ レ ッ ト がない為、 公共施設等に紹介し た
資料は配置し ていない。 園見学は随時行っており 対
応し ている が、 体験入所・ 一日利用等には対応し て
いない。 利用希望者には入園のし おり を用いて説明
し ており 、 内容は都度改定さ れている 。

Ⅲ－１ －（ ２ ） －②　 福祉サービス の開始・ 変更に
あたり 利用者等にわかり やすく 説明し ている 。 a

入園が決定し たご家庭には重要事項説明書兼入園の
し おり を使用し 説明と 面談を行い、 同意書をも ら っ
ている 。 理解し やすい様に運営説明会を設け詳細説
明し ている 。 変更時には決めら れた手順･書面に従
い対応し ている 。 意思決定が困難な子ど も には個別
保育計画書を作成し 対応し ている 。

Ⅲ－１ －（ ２ ） －③　 福祉施設・ 事業所の変更や家
庭への移行等にあたり 福祉サービス の継続性に配慮
し た対応を行っている 。

b

入園時から 成長記録をと っている 為、 担任変更や転
園があっても ス ムーズに引継ぎを行える 様にし てい
る 。 変更時には決めら れた手順･書面に従い対応し
ている 。 退園・ 転園後に利用者や家族等が相談出来
る 様、 園長や担任が相談受付担当と 云う 事で伝えて
いる が、 文書と し ては配布し ていない。

Ⅲ－１ －（ ３ ） －①　 利用者満足の向上を目的と す
る 仕組みを整備し 、 取組を行っている 。 a

年一度、 顧客満足度アンケート を行い、 保護者から
の意見や要望を集計し て回答し ている 。 ク ラ ス 懇談
会や個人面談から も 満足度を把握し ている 。 利用者
代表が参加し ての運営委員会に於いても 意見や要望
を確認し 改善に向けて具体的な検討がさ れている 。
子ど も の日中活動の中から も 満足度を確認し てい
る 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） －①　 苦情解決の仕組みが確立し て
おり 、 周知・ 機能し ている 。 a

要望・ 苦情の仕組に付いては、 第三者委員の設置も
含め整備さ れている 。 又、 本社の相談窓口も 紹介さ
れている 。 重要事項説明書 兼 入園のし おり に詳細
の説明がさ れており 、 所内掲示も さ れている 。 利用
者が申し 出し 易い様にＣ Ｓ アンケート も さ れてい
る 。 対応内容に付いては、 必ずフ ィ ード バッ ク さ れ
記録の保管・ 公表も さ れている 。 こ こ から 出た改善
内容はマニュ アルに展開さ れる 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） －②　 利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し 、 利用者等に周知し ている 。 a

重要事項説明書 兼 入園のし おり に詳細の説明がさ
れており 、 所内掲示も さ れている 。 又、 本社の相談
窓口も 合わせて紹介さ れている 。 懇談会や個人面談
を設け相談し やすい雰囲気を心掛けている 。 面談の
際は完全に隔離し た状態にする 様、 配慮し ている 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） －③　 利用者から の相談や意見に対
し て、 組織的かつ迅速に対応し ている 。 a

ご意見箱の設置や満足度アンケート に対応し てお
り 、 要望・ 苦情の解決の仕組を整備し ている 。 意見
や要望があれば迅速に職員間で話し 合い、 対応フ
ロ ーに従い回答する 様にし ている 。 こ こ から 出た改
善内容はマニュ アルに展開さ れ、 対応マニュ アル等
の見直し は都度変更対応する 事と 併せ、 総括的に年
１ 回全体の見直し がさ れる 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅲ－１ －（ ５ ） －①　 安心・ 安全な福祉サービス の
提供を目的と する リ ス ク マネジメ ント 体制が構築さ
れている 。

a

リ ス ク マネージメ ント 委員及び委員会の設置がさ
れ、 危機管理マニュ アルが策定さ れている 。 本社で
事故・ ヒ ヤリ ハッ ト 情報の一括管理がさ れ、 要因分
析・ 対応策等を検討し 全園に情報共有さ れている 。
又、 園では安全確保策の実施状況や実効性につい
て、 定期的に評価・ 見直し を行っている 。 安全管理
や危機管理に関する 研修がｅ -ラ ーニングで受講さ
れている 。

Ⅲ－１ －（ ２ ） 　 福祉サービス の提供に関する 説明と 同意（ 自己決定） が適切に行われている 。

Ⅲ－１ －（ ３ ） 　 利用者満足の向上に努めている 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） 　 利用者が意見等を述べやすい体制が確保さ れている 。

Ⅲ－１ －（ ５ ） 　 安心・ 安全な福祉サービス の提供のための組織的な取組が行われている 。



詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

Ⅲ－１ －（ ５ ） －②　 感染症の予防や発生時におけ
る 利用者の安全確保のための体制を整備し 、 取組を
行っている 。

a

感染症マニュ アルが策定さ れており 、 職員に周知徹
底し ている 。 感染症に関する 研修がｅ -ラ ーニング
で受講さ れている 。 年２ 回衛生週間を実施し 、 予防
につき 手洗いの励行等を徹底し ている 。 保護者へは
重要事項説明書で感染症に関する 対応に付き 説明が
さ れており 、 実際に感染症の発生時はコ ド モン等で
直ぐ に周知する 様にし ている 。 職員も 発生時にはマ
ス ク の着用を徹底し ている 。

Ⅲ－１ －（ ５ ） －③　 災害時における 利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている 。 a

危機管理マニュ アルに災害時の対応体制が決めら れ
ており 、 Ｂ Ｃ Ｐ も 策定さ れている 。 対応フ ロ ーの中
に安否確認の方法が決めら れ、 全ての職員に周知さ
れている 。 備蓄品の管理は賞味期限や保管方法につ
いての見直し を行っている 。 地震や火災･水害･不審
者等、 避難訓練を毎月行っており 、 水害訓練は近隣
の高校を避難場所と さ せて貰い実施し ている 。 又、
消防署と 連携し ての通報訓練も 年１ 回行っている 。

Ⅲ－２ －（ １ ） －①　 提供する サービス について標
準的な実施方法が文書化さ れ福祉サービス が提供さ
れている 。

a

業務マニュ アルが標準的実施方法と し て策定さ れて
おり 、 冒頭部に利用者の尊重や権利擁護に関わる 姿
勢が明示さ れている 。 教育研修部策定のマニュ アル
改訂施設内研修が実施さ れ、 職員会議で周知徹底さ
れる 。 業務マニュ アルに添って保育が実施さ れる
が、 よ り 良い実施方法があった場合は織り 込んで実
施さ れ、 後にマニュ アルが改定さ れる 場合も ある 。

Ⅲ－２ －（ １ ） －②　 標準的な実施方法について見
直し をする 仕組みが確立し ている 。 a

マニュ アル等は自園を始め、 全国のアート チャ イ ル
ド ケアの園で見直し がさ れ、 次年度に繋げている 。
又、 監査等でも 他園で改善すべき 点が出た場合に注
意喚起や確認の連絡が入る 為、 会社全体でブラ ッ
シュ アッ プする 事が出来る 様になっている 。

Ⅲ－２ －（ ２ ） －①　 アセス メ ント にも と づく 個別
的な福祉サービス 実施計画を適切に策定し ている 。 a

決めら れたアセス メ ント 様式に従いアセス メ ント が
実施さ れている 。 こ の段階、 及び個別保育計画作成
段階に置いて課題のある 子ど も に関し ての部門を横
断し てのカンフ ァ レ ンス が行われ、 発達に見合った
対応がさ れている 。 個別保育計画は利用者のニーズ
を含んで策定さ れ、 年間計画･月案･週案･日案の段
階で確認･見直し を行い、 必要があれば訂正も さ れ
ている 。 支援が難し い子ど も には個別保育計画書を
作成し 個別対応し ている 。 各種指導計画は全体的な
計画に基づき 策定さ れている 。 指導計画は３ ヶ 月に
１ 回の見直し を行い、 年度末に全体の振り 返り を
行っている 。

Ⅲ－２ －（ ２ ） －②　 定期的に福祉サービス 実施計
画の評価・ 見直し を行っている 。 a

月案・ 週案・ 日案計画は毎月月末に各担任が評価反
省を行い、 翌月の計画立案に繋げている 。 変更点が
あれば園長が確認し 訂正さ れる 。 毎月の園だよ り で
ク ラ ス の様子や月の目標など を保護者へ知ら せてい
る 。 個別保育計画から 出た変更･改善内容は標準的
実施方法に展開さ れ質の向上が行われている 。 又、
次年度の指導計画の作成に生かし ている 。

Ⅲ－２ －（ ２ ） 　 適切なアセス メ ント によ り 福祉サービス 実施計画が策定さ れている 。

Ⅲ－２ 　 福祉サービス の質の確保

Ⅲ－２ －（ １ ） 　 提供する サービス の標準的な実施方法が確立し ている 。



詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

Ⅲ－２ －（ ３ ） －①　 利用者に関する 福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、 職員間で共有化さ
ている 。

a

健康診断の記録等は健康記録で把握し ており 、 乳児
（ 0. 1. 2歳） に関し ては個人記録が毎月記入さ れ、
幼児（ 3. 4. 5歳） は4期に１ 度記入し ている 。 職員間
の子ど も の情報の周知と し て毎月の職員会議でカン
フ ァ レ ンス の時間を設けている が、 迅速に知ら せる
べき 内容については朝礼や昼礼にて記録を含め伝達
をする 様にし ている 。 記録は園長が確認する 事に
なっており 、 その際に書き 方等の指導も 合わせてさ
れている 。 情報の分別が必要な場合は直接呼んで伝
達する 様にし ている 。 迅速に知ら せる べき 内容につ
いては朝礼や昼礼にて記録を含め伝達をする 様にし
ている 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅲ－２ －（ ３ ） －②　 利用者に関する 記録の管理体
制が確立し ている 。 a

個人情報保護規程に従い記録の保管･保存･廃棄や情
報提供がなさ れている 。 個人情報の不適正な利用事
案に付いては就業規則に懲罰規程含め規定さ れてい
る 。 職員には個人情報保護と 守秘義務に関する 研修
が行われ、 理解し 遵守し ている 。 個人情報の扱いに
付き 利用者等に説明し 押印を得ている 。

Ａ －１ －（ １ ） －①　 保育所の理念、 保育の方針や
目標に基づき 、 子供の心身の発達や家庭及び地域の
実態に応じ て保育課程を編成し ている 。

a

全体的な計画は、 法令や指針・ 憲章・ 条約等を踏ま
え、 保育理念や方針・ 目標等に基づき 策定さ れてい
る 。 全体的な計画は、 保育理念や方針・ 目標等に基
づき 策定さ れており 、 子ど も の発達過程や家庭の状
況・ 保育時間・ 地域の実態等を考慮し て策定さ れて
いる 。 全体的な計画の評価・ 見直し に付いては、 職
員が参画し て年度末に行われている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －①　 生活にふさ わし い場と し て、
子供が心地良く 過ごすこ と のでき る 環境を整備し て
いる 。

a

室内は毎日決ま った時間に湿度・ 温度等の記録を取
り 心地よ い環境を維持する 様、 管理し ている 。 園
内・ 玩具や寝具の消毒は徹底し て行っている 。 危険
箇所があれば配置等の工夫をし ている 。 帰宅前等、
落ち着かない時間には１ 対１ の時間を増やす等、 配
慮し ている 。 食事や睡眠の場所は同じ 居室の中だが
区切って対応し ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －②　 一人一人の子供を受容し 、 子
供の状態に応じ た保育を行っている 。 a

子ど も の個人差を把握し 子ど も の言葉に耳を傾け、
寄り 添った言葉かけや年齢にあったわかり やすい言
葉で話し かける 事を心掛けている 。 特別な配慮が必
要な子ど も は個別保育計画を立てそれに沿った援助
をし ている 。 子ど も が明る く 楽し く 前向き に過ごせ
る よ う な雰囲気を作ったり 、 職員間の会話も 子ど も
達の耳に入っている 事を意識し て言葉遣いにも 気を
付けて会話をし ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －③　 子供が基本的な生活習慣を身
に付ける こ と ができ る 環境の整備、 援助を行ってい
る 。

a

年長児の午睡はないが、 眠い子は午睡の時間を設
け、 反対に4歳以下でも 眠く ない子は無理に午睡を
強要はし ない。 2歳児は主に身の回り の支度を自分
で行ったり 、 ト イ レ ト レ ーニングを開始し たり と 自
立に向けた生活の流れを身につける 事を目標に取り
組んでいる 。 ど の年齢も 衛生週間等でう がいや手洗
い･歯磨き など の生活習慣をク ラ ス 毎に取り 組んで
いる 。 日々の生活リ ズムも 主に担任が把握し 、 個々
のペース や興味に合わせて行く 事を前提に対応し て
いる 。

Ａ －１ －（ ２ ）  環境を通し て行う 保育、 養護と 教育の一体的展開

Ａ －１ －（ １ ） 保育課程の編成

Ａ －１ 保育内容

Ⅲ－２ －（ ３ ） 　 福祉サービス 実施の記録が適切に行われている 。

評価対象Ⅳ　 内容評価基準



詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

Ａ －１ －（ ２ ） －④　 子供が主体的に活動でき る 環
境を整備し 、 子供の生活と 遊びを豊かにする 保育を
展開し ている 。

a

玩具は子ど も が飽き ない様に入替えを行っている 。
子ど も の自発性を尊重し やってみたいと 云う 声には
応える 様にし ている 。 Ｎ ｏ . １ 宣言と 題し て散歩で
歩いた距離を計測し て合算し 日本一周を目指し てい
る 。 又、 園庭遊びや体操教室等、 子ど も が進んで身
体を動かす事が出来る 様に援助し ている 。 ト ラ ブル
時の関わり 方は年齢によ り 違う が、 友達と し て解決
でき る 様、 支援し ている 。 親子触れ合い体験保育授
業や高齢者施設訪問等、 地域の人たちに接する 機会
や社会体験が得ら れる 機会を設けており 、 併せて社
会的ルールにも 触れあう 機会と し ている 。 リ ト ミ ッ
ク や制作活動等、 様々な表現活動が体験でき る よ う
工夫し ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑤　 乳児保育（ ０ 歳児） におい
て、 養護と 教育が一体的に展開さ れる よ う 適切な環
境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し ている 。

a

０ 歳児ク ラ ス は担当制を用い、 愛着関係を持てる 様
にし ている 。 月齢の差が大き いク ラ ス だが、 一人ひ
と り の発達段階に合った関わり が持てる 様、 配慮し
ている 。 発達過程に応じ た玩具を漸次与える 様にし
ている 。 特に０ 歳児は登降園時の会話で家庭と の連
携を密にし ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑥　 ３ 歳未満児（ １ ・ ２ 歳児） の
保育において、 養護と 教育が一体的に展開さ れる よ
う 適切な環境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し
ている 。

a

自我の芽生えが出てく る 時期で主張やこ だわり が強
く なってく る が、 自分でやってみたいと いう 気持ち
の場面では急がさ ず見守る 様にし て子ど も の気持ち
に寄り 添った対応をし ている 。 又、 身の回り の支度
を自分で行ったり ト イ レ ト レ ーニングを開始し たり
する 時期だが、 家庭と 連携し ながら 同じ 対応を行
い、 子ど も が困惑する 事のない様にし ている 。 友達
と のト ラ ブル時の関わり 方がま だ分から ない時期な
ので、 保育士が関わり 仲立ちをし ている 。 異年齢ク
ラ ス で交流を持ち、 良い刺激を受けている 。 保護者
には連絡帳や登降園時の会話を行い家庭と の連携を
図っている

第三者評価結果 コ メ ント

Ａ －１ －（ ２ ） －⑦　 ３ 歳以上児の保育において、
養護と 教育が一体的に展開さ れる よ う 適切な環境を
整備し 、 保育の内容や方法に配慮し ている 。

a

3歳児以上は就学に向けての取り 組みが始ま ってく
る 。 お当番の活動やベッ ド のシーツ等も 自分で付け
たり 畳んだり する 。 プラ ンタ ーでの水やり やご挨拶
の主導など 3. 4歳は5歳を見習い、 5歳は3. 4歳の手本
と なる 様にし ている 。 主体的な保育の中でも 集団で
の活動のメ リ ハリ をつけ、 就学に向けて戸惑いがな
い様に関わり を持っている 。 小学校を訪問し ての見
学等、 親子で準備が進めら れる 様、 配慮し ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑧　 障害のある 子供が安心し て生
活でき る 環境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し
ている 。

a

居室はバリ アフ リ ーと なっており 、 車椅子利用可能
なト イ レ を設置し ている 。 必要に応じ 市の巡回相談
を活用し 助言を受けている 。 対象児の状況に配慮し
た個別保育計画を策定し 保護者と の連携を密にし
て、 保育所での生活に配慮し ている 。 障害児の情報
を他の保護者に伝える かは保護者の意向によ り 対応
し ている 。 e-ラ ーニングやキャ リ アアッ プ研修によ
り 障害児に関し ての講習を受講し ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑨　 長時間にわたる 保育のための
環境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し ている 。 a

夕方は合同保育になる 為、 他ク ラ ス と 一緒になった
時は保育士が常に傍にいる よ う 配慮し たり 、 その場
を離れる 時は保育士同士で声を掛け合って注意し て
いる 。 早番やク ラ ス 担任から の引き 継ぎや伝達は、
日課表など を利用し て漏れのない様、 配慮し 保護者
へ伝達し ている 。 長時間の預かり で不安になり がち
な子へは保育士が必要に応じ て関わり を多く 持った
り 、 安心し て過ごせる 様、 配慮し ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑩　 小学校と の連携、 就学を見通
し た計画に基づく 、 保育の内容や方法、 保護者と の
関わり に配慮し ている 。

a

近隣の小学校と 連携をし て校舎や校庭を見に行った
り 、 お散歩で通学路と なる 所を歩いてみたり と 進学
へ向けて少し でも 見通し を持って生活出来る 様にし
ている 。 保育所児童要録を提出の際は小学校の教員
と 意見交換の場を作ったり 電話等でやり と り をし て
いる 。



詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

Ａ －１ －（ ３ ） －①　 子供の健康管理を適切に行っ
ている 。 a

保健マニュ アルに基づき 保健計画を策定し 子ど も の
体調管理を行っている 。 健康カード を作成し 、 予防
接種や既往歴等も 入園時の情報のみなら ず続けて更
新出来る よ う 工夫し ており 、 関係職員は一人ひと り
の子供の健康状態に関する 情報を周知・ 共有し てい
る 。 SI DSの予防と し て全学年う つ伏せは禁止にし て
おり 、 保護者へも 入園時に重要事項説明書に記載し
て説明し 、 自宅でも う つ伏せを控える よ う 伝えてい
る 。

Ａ －１ －（ ３ ） －②　 健康診断・ 歯科健診の結果を
保育に反映し ている 。 a

保健計画によ り 年間の健診等が実施さ れ、 記録さ れ
ている 。 嘱託医によ る 内科健診は年に２ 回、 歯科検
診は年に１ 回行っている 。 結果は職員での共有は勿
論、 健康カード に記載し て保護者にも 伝達し てい
る 。

Ａ －１ －（ ３ ） －③　 アレ ルギ－疾患、 慢性疾患等
のある 子供について、 医師から の指示を受け適切な
対応を行っている 。

b

アレ ルギー対応マニュ アルに沿った食事や薬の提供
が行われている 。 該当児には医師の診断に基づく 生
活管理指導票の提出をお願いし ている 。 又、 給食会
議にても 情報共有がさ れる 。 食事の際は食器やお
盆･テーブルの色を変え、 場所も 分けて対応し てい
る 。 職員はe-ラ ーニングやキャ リ アアッ プ研修によ
り 慢性疾患やアレ ルギー疾患児に関し ての講習を受
講し ている 。 他の子供や保護者にアレ ルギー疾患等
である 事は、 個人情報に鑑み伝えていない。

Ａ －１ －（ ４ ） －①　 食事を楽し むこ と ができ る よ
う 工夫をし ている 。 a

食育計画を立て食材を育てク ラ ス ク ッ キングや旬の
食材に触れる 機会を設けている 。 又、 食事中は保育
士だけでなく 栄養士も 一緒に食事の様子を観察し て
いる 。 歯の生え方や咀嚼の状態に合わせ、 食事の形
状に配慮し ている 。 適正量を盛り 付けし 、 都度多い
少ないを子ど も 達が申し 出る 為、 一人ひと り に合わ
せて対応し ている 。 みんなで一緒に食べる 楽し さ か
ら 、 嫌いな物が減って行く 様、 支援し ている 。 食育
に関する 取組に付いて、 食育だよ り で保護者に情報
提供し 連携し ている 。

Ａ －１ －（ ４ ） －②　 子供がおいし く 安心し て食べ
る こ と のでき る 食事を提供し ている 。 a

子供の発育状況や体調等を考慮し 食事の形状に配慮
し ている 。 又、 食事中は保育士だけでなく 栄養士も
一緒に食事の様子を観察し ている 。 月に一度給食会
議にて子ど も たちの残食や食育についての振り 返り
を行っている 。 時期に合わせ、 季節食や行事食等を
取り 入れた献立も 立てら れている 。 給食マニュ アル
に基づき 衛生管理がさ れている 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ａ －２ －（ １ ） －①　 子供の生活を充実さ せる ため
に、 家庭と の連携を行っている 。 a

連絡ノ ート やコ ド モン･ホワ イ ト ボード での告知に
よ り 家庭と の情報交換を行っている 。 懇談会や運営
委員会に於いて保育の意図や保育内容について説明
し ている 。 保育参観や進級に向けての個人面談を
行ったり 、 年に数回パパママ先生（ 保育士体験） の
機会を持ち子ど も の成長を共有でき る 様、 支援をし
ている 。 面談の内容は記録し ている 。

Ａ －２ －（ ２ ） －①　 保護者が安心し て子育てがで
き る よ う 支援を行っている 。 a

送迎時での会話や個人面談等によ り 保護者と の信頼
関係を築く よ う 取組んでいる 。 保護者の緊急的な事
情に配慮し た対応を行っている 。 発達に心配がある
子の家庭には定期的に面談を行ったり 療育機関に繋
げたり 就学相談に繋げる 等、 相談内容によ り 保育士
の経験や専門的な知識を活用し アド バイ ス を行って
いる 。 又、 相談を受けた保育士が適切に対応でき る
様、 エリ アマネージャ ー等から 助言が受けら れる 体
制を整えている 。 面談の内容は記録し ている 。

Ａ －１ －（ ３ ）  健康管理

Ａ －１ －（ ４ ）  食事

Ａ －２ －（ １ ）  家庭と の緊密な連携

Ａ －２ －（ ２ ）  保護者等の支援



詳細（アートチャイルドケア川口くれよん保育園）

Ａ －２ －（ ２ ） －②　 家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある 子供の早期発見・ 早期対応及び虐待の予防
に努めている 。

a

身体の傷やアザ等、 虐待の兆候を見逃さ ない様、 配
慮し ている 。 疑わし い場合は、 写真に撮り 記録に残
し 本社に連絡し 市役所保育課と の連携を取る 様にし
ている 。 家庭内で虐待等権利侵害と なる 恐れがある
場合には、 保健センタ ー等の相談窓口をを紹介し て
いる 。 虐待対応マニュ アルを整備し 、 マニュ アルに
基づく 対応を行う と 共に、 職員に対し 虐待･人権研
修を行っている 。

Ａ －３ －（ １ ） －①　 保育士等が主体的に保育実践
の振り 返り （ 自己評価） を行い、 保育実践の改善や
専門性の向上に努めている 。 a

保育士は各々の目標を掲げたシート を作成し 、 定期
的に評価を受け併せて自ら の保育実践の振り 返り も
行っている 。 自己評価には子ど も の心の育ちや意欲
や取り 組む過程も 含ま れている 。 個人の振り 返り は
毎月行われ、 全体の自己評価は年度末に行われる 。

Ａ －３ 　 保育の質の向上

Ａ －３ －（ １ ） 　 保育実践の振り 返り （ 保育士等の自己評価）


